
　　　　

2026 年 3 月 31 日

　　　あ り な し

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・お正月遊び等の季節の行事にちなんだ活動・夏祭り・アイススケート体験・芋ほり・クリスマス会・ルピナス給食での調理体験(月２回)・外食体験,買い物体験
(駄菓子屋・100円ショップ・スーパー等)・外出イベント(科学館他公共施設・商業施設等)・避難訓練など

放課後13時00分から18時00分まで
学休日10時00分から16時00分まで

家族支援
・活動中の様子は、写真や動画をLINEで共有します
・利用日の活動の様子はHUG（サービス提供記録）や送迎時に本日の
様子を伝えます

移行支援
・保護者のニーズを確認しスムーズに次のステージに移行で
きるように環境を整えます

地域支援・地域連携

・学校や相談支援事業所、他事業所などと連携し、よりよい支援に繋げます
・地域のサッカークラブ（伊勢原FCフォレスト）と連携し、専門コーチによる
指導のもと、体を動かす機会を設け社会性や協調性を自然に学べる機会を提供
しています

職員の質の向上

・内部研修や支援の振り返りを行い質の向上を目指していま
す
・外部講師（委託）による研修を取り入れ、スキルアップに
繋げられるようにします

支　援　内　容

本
人
支
援

・来所時に検温や口頭で体調を確認します
・自分の荷物の整理など身の回りの事は自分でできるようになるために必要な支援をします
・座って取り組む時間と、自由に遊ぶ時間をバランスよく取り入れ、無理なく活動の切替ができるようにしています

・運動や公園遊びなどを通して視覚・聴覚・触覚などの感覚をつかめるように支援します
・手指の巧緻性を高めるためにアイロンビーズや工作などを取り入れています
・体を動かしたり、道具を使ったりする中で、出来た喜びを感じ、自信や自己肯定感に繋げられるように支援します

・一人ひとりのペースに合わせて、自立課題やプリント課題を用いて学習をする習慣を身につけられるように支援します
・なぞり描きや点つなぎや迷路、制作活動などを通して目と手、体を一緒に使うような機会を提供いたします

・職員との関係性の中で自分の気持ちを言語化して相手に伝えられるように支援します
・日々の活動や遊びの中で、必要な言葉を用いてより良いコミュニケーションを取ることが出来るような環境づくりなどの支援を行います

・ルールのあるゲームを通して勝つことだけではなく負けを認められる心を育みます
・外出や買い物、外食体験などを通して公共の場でのルールやマナーを学びます
・レジでの支払いを通して相手との対応の仕方を学びます

法人（事業所）理念 お子様一人ひとりに向き合い個性を尊重し保護者の気持ちに寄り添う

支援方針
・５領域をすべて含めた総合的かつ専門的な支援を行い、日常生活に必要な知識や技能の獲得を目指します
・保護者や関係機関と連携し現在の環境での育ちを支援します

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 放課後等デイサービス　ルピナスいせはら 2026年度支援プログラム 作成日


